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うち 226番目のセリンのリン酸化が SNX1および SNX2との二量体化および SNX5のエ
ンドソーム局在を抑制していることが明らかになり、Ser226のリン酸化が SNX5の機能
制御に関わる可能性が示唆された。更に、SNX5の Ser226のリン酸化が SNX5の関与す
る輸送系である、マクロピノサイトーシス、cation independent mannose 6-phosphate 












が確認され、SNX5 Ser226と SNX6 Ser228は機能的に保存されたリン酸化部位であるこ
とが示された。 
 
総括 
本研究によって、SNXには保存されたリン酸化部位が存在し、そのリン酸化修飾が SNX
の活性状態と不活性状態を制御し細胞内輸送を調節することが示唆され、これまでに報告
のない新たな輸送の制御機構の存在が見出された。 
 
 
 
 
